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サーキュラーエコノミーとリユースビジネス
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エネルギーと資源の両面から脱炭素化を進めることが必要
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3Rによる
天然資源消費量削減

再生可能資源の利用
生産技術の革新

エネルギーの脱炭素化戦略

資源の脱炭素化戦略

（特に消費サイドから考えた場合）
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プラスチックのカーボン・クローズド・サイクル

★CCUは、再エネ
水素の供給量の
範囲内

★プラスチックの生産やリサイ
クル等に必要なエネルギーは、
すべて再生可能エネルギー

バイオマス
プラスチック

水平リサイクル
Closed-loop

産業用燃料
として熱回収

CCU

カスケード
リサイクル

再エネ水素

プラスチック
生産・消費

リデュース・リユース

海洋への流出ゼロ

★バイオマスの利用は、新た
な土地利用変化を生じさせ
ることのない範囲内、植物
の成長速度の範囲内

必要なイノベーション

・リユースビジネス
リユース、リペア、シェアリング、量り売り等
のメインストリーム化

・水平リサイクル
マテリアル、ケミカル、回収、選別、再生資
源利用、トレーサビリティ等
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「サーキュラーエコノミー」とは？

「循環型社会」という言葉で議論されてきたこと

• 最終処分量の削減、３Ｒ、特にリサイクル、

• 「大量消費社会からの脱却」とも言われたが。。。

「循環経済」、「サーキュラーエコノミー」の文脈

• Transition、経済社会の再設計

• プラネタリー・バウンダリー

• 脱炭素（2030半減、2050実質ゼロ）

• ネイチャー・ポジティブ

• リユース、リペア、シェアリングなどの新ビジネス

モノの作り方・売り方（買い方）・使い方

を根本から変えることを議論すべき。

Life Magazine August 1, 1955


